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第３期 事業報告書 

 

令和 元年 10 月 1 日から 令和 2 年 9 月 30 日まで 

 

                  NPO 法人 あったかいいねっと 

 

・理事会 計７回開催 

開催年月日  令和元年 10 月 14 日、10 月 27 日、11 月 24 日、 

令和 2年 2 月 16 日、4月 14 日、5月 23 日、9月 13 日 

開催場所 各回 浜田市熱田町 1129－1 あったかいいねっと事務所 

出席者数 各回 4 名～5 名(理事人数 4名) 

議決事項の概要 各回 運営等に関する検討 

＊総会前会議 令和元年 11 月 24 日  

出席者 5 名(理事人数 4名)    

議決事項の概要 第 2期決算報告等、第 3回総会議案の件 

 

・第３回通常総会  開催年月日 令和元年 12 月 1 日(日）10:15～13:00 

開催場所 浜田市熱田町 1129－1 あったかいいねっと事務所 

出席者数  13 名（うち本人出席 10 名･委任状 3名/正会員数 13 名、） 

議決事項の概要 2 期事業報告及び決算関係書類等承認、 

3 期事業案及び収支予算案承認、定款変更の件、 

役員報酬決定の件、土地建物賃貸借契約の件 

 

1 事業の成果  

（１）デイサービス事業について 

2 年前共生型デイサービスの指定を受け事業開始し、昨年秋には放課後等

デイサービスの追加指定も受け、障がい児から高齢者まで切れ目なく支援で

きる体制も整った。浜田市の日中一時支援事業の委託も受け、県内唯一の障

がい特定なしの障がい児者高齢者共生型デイサービスとしてフル稼働した。 

令和 2 年 1 月より土曜日営業も開始し、コロナ禍で心配したが設備投資も

行い感染予防対策を強化し日々対応した結果、4 月より徐々に利用者も増え

続けコロナの影響も最小限で、前年度比を大きく上回る営業が出来た。 

定員 15 名のところ令和 2 年 9 月末現在、毎日 12～14 名の利用者が来所。

9月末の月延べ利用者数も 292 名（前年度末 196 名）と増え、令和元年 10 月

から令和 2 年 9月の年間延べ利用者数も 3090 人（前年度 1453 人）と増加し

た。共生型の良さを実感され地域へも浸透し新たな利用者が増えるだけでな

く、利用中の方が「もっとお天氣いいねに来たい」と利用回数を増やされた。 

 

 

 

 

 



2 

 

要介護 5 の方やガン末期で重症の方の受け入れもぎりぎりまで行い、最後

の時を当デイサービスで笑顔で満足され過ごし天寿を全うされた方もいた。

別れは寂しいがとても大切な濃厚な時間を過ごすことが出来、共生型の大切

さや必要性、かけがえのない贈り物をたくさんいただいた。 

現在、5歳から 96 歳まで、要支援 1～要介護 4までの高齢者、障がいの種

類も知的障がい、身体障がい、精神障がいの方、区分 2～6 と幅広い利用者

があり、それぞれご本人様やご家族様にも喜ばれている。 

 浜田養護学校から実習生の受け入れについての申し入れもあり、地域の中

でも共生型デイサービスへの関心が高まってきている。 

コロナ禍で三密を避けるために、屋外にもよく出た。花見や花壇、畑の作

業もデイに取り入れ、それも利用者の皆様には喜ばれ体力増強に結び付いた。 

利用者が増え、高齢者と障がい児者が共に過ごす共生型の場は更に活気が

まし、互いの良い所を引き出し合い、自然発生的に助け合いが生まれ、日々

の中で互いの学び合いや役割が出来、素敵な生涯学習の場となっている。人

間というものは本当に素晴らしいものだということを職員は日々目の当た

りにしている。 

どこの障がい者施設に行っても続かず、引きこもりがちとなっていた方が

小さな民家で様々な障がいや年代の人の中では不思議とフィット出来る。精

神障がいの 50 代男性は、自分の誕生日会に「自分はここに来るまで人は怖

いものだと思っていました。けれどあったかいものだと知ることが出来まし

た」と一言一言紡ぎ出すようにあいさつされ、高齢者の方から拍手が起き、

その場にいた利用者さんや職員の目には感動の涙が溢れた。40 代後半の知的

障がいの方は週 1 回家から出る事を目標にし、「死にたい」という思いと闘

いながらも毎週通えた。皆で励ましひと月ずつ評価し 1年が経った。自信を

取り戻され「一人暮らしがしてみたい。働きたい。」と呟かれるようになっ

てきている。 

それぞれ自分の出来る事を他者のために行い頑張った時に「あったかポイ

ント」がもらえる制度を導入。高齢者の方も障がい者の方も、家では家事を

しない方々が洗濯物はないかと職員に尋ねてくる。困ってる高齢者にすっと

障がい者の人がお手伝いをする。新しい役割が生まれ生きがいが出来る。 

素敵な場面が日々起こる。共生型は大きな家族。小さな民家に様々な背景

を持つ人たちが集う。そんな中だからこそ互いの良さを引き出し合い助け合

える。そんな実体験がどんどん積み重なっている。 

3 期は途中からコロナの影響もあり全面的なボランティア受け入れや育成

にはブレーキがかかった。しかし、希望者の受け入れは個別に行い、共生型

を知ってもらい自分の今の仕事や人生を考えてもらう機会を作った。それぞ

れ参加した人にとって、世の中の問題を考える機会となり、感動とともに感

慨深い体験としても記憶に残せたと、ボランティア体験シートから推察でき

る。 
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（２）サロン活動について 

今期コロナ感染症拡大により令和 2 年 1 月～6 月活動中止し大きく計画

変更実施せざるを得なかった。 

夏から追い上げ活動再開し、停止期間があったからこそ一層「会いたか

った。元気な顔が見れて安心した。元気が出た。」などの声も聞け、定例会

の必要性も痛感出来た。 

三密を避け、野外活動や少人数での企画など行うよう、制限をかけなが

ら参加者へ声掛けを行った。その為当初予定していた関係人口の増は図れ

なかったが、最低限の活動を維持することはできた。 

講演会についても、10 名以下の集まりに限定し、オンライン設備を整え

手探りで実行してみた。昨年に比べるとこちらも参加者総数は減ったが、

コロナ禍で十分工夫し活動できたのではないかと思う。 

ふるさと島根定住財団の「共生の森プロジェクト」も変更申請をかけ、

当初予算から縮小、出来る範囲で実行することにし、令和 3 年 1 月で終了

となるが、あきらめず皆でやり遂げる予定。 

予定外のコロナ対策支援として、急遽、島根県 NPO 室の持続可能な社会

貢献活動支援事業に、社会的弱者を支える分野で申請し「クリエイタープ

ロジェクト」と「NPO 継続支援事業」を採択され、令和 2 年 7 月～令和 3

年 3 月の予定で実施中。（助成金 100 万円）これによりコロナ感染予防対策

設備等の導入ができ上記の活動が維持できた。 

3 期の活動の中で新たな地域課題も見つかり、それについて支援策の企

画を作り応募、4 期にプロジェクト化が決まった（中国５県休眠預金活用

助成金「支援ハウス de お仕事づくり事業」助成金 500 万円）。 

また、地域活動としては、浜田市の「協働のまちづくり条例検討委員会」

をはじめ、男女共同参画、社会教育委員への依頼もあり、共生型を目指す

NPO の代表としての発言の機会もいただきまちづくりへ微力ながら提言を

行ってきた。 

 

 
 

2 事業の実施に関する事項 

 
 (1) 特定非営利活動に係る事業 

共生型デイサービスお天氣いいね 

通所介護事業

（共生型デイ

サービスお天

氣いいね） 

共生型デイサービス 

（地域密着型通所介護

・総合事業、共生型生

活介護、共生型児童発

達支援、放課後等デイ

サービス） 

平成31年1月から土曜営業 

週6日間営業実施 

定員15名 

あったかいいねっと(浜田

市熱田町)にて 

職員(常勤4名、臨時10名) 

10月～9月のべ利用

者3090人、 

収益29,916,185円 

事業費26,134,476円 
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サロン活動 

・【女性ファンド】 

内容 日時・場所 参加者 

（名） 

スタッ

フ（名） 

① 

第2の人生わくど

きハーモニカ 

ハーモニカ演奏及び

講演会 

（岩﨑巌） 

令和元年10月12日 

10:00～11:30 

いわみーる1階研修室 

41 8 

② 

グリーフケアを学

ぶ 

ミニグリーフケアの

担い手養成講座 

（滑川明男） 

令和元年12月14日 

10:30分～12:00 

浜田医療センター2

階研修室 

38 10 

【浜田市助成】  

内容 日時・場所 参加者 

（名） 

スタッ

フ（名） 

①  

自他を生かす道 
講演会（阿藤真康） 令和元年11月30日 

9:00～12:00 

NPO法人あったかいい

ねっと 

15 6 

【共生の森プロジェクト】 

※以下活動場所：NPO 法人あったかいいねっと・その周辺 

内容 日時 参加者 

（名） 

スタッ

フ（名） 

① 

各企画の計画・準

備 

各企画の計画・準備・

打ち合わせ等 

 

 

 

令和 2年 （計６回） 

2/27：17:30～18:30 

6/20：17:30～19:30 

7/4：16:30～19:15 

7/11：17:30～20:30 

7/25：17:30～20:30 

8/8：17:30～19:00 

 

15 

5 

7 

6 

6 

3 

 

6 

5 

5 

6 

6 

3 

② 

畑・環境整備 

畑や NPO 周辺の開

拓・整備・苗植え等の

作業 

①と重複しているの

は同日に行った為で

ある。 

令和 2年 （計５回） 

2/27：17:30～18:30 

7/4：16:30～19:15 

7/11：17:30～20:30 

8/8：17:30～19:00 

8/13：9:00～15:00 

 

15 

7 

6 

3 

11 

 

6 

5 

6 

3 

9 
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③ 

カウンセリング 

研修会 

（全 3 回予定のう

ち２回終了） 

（協力：石央カウ

ンセリング研修会

の皆さん） 

 

Ⅰ相談場面の観察 

令和 2年 

7 月 18 日 

17:30～19:30 

12 

 

5 

 

Ⅱクライアント体験 令和 2年 

9 月 19 日 

17:30～19:30 

10 5 

④ 

夕涼み会 

ビンゴゲーム、金魚す

くい、かき氷、等を実

施 

令和 2年 

8 月 1日 

17:30～20:30 

21 7 

⑤ 

SST 勉強会 

（講師：地主 礼） 

SST 普及協会認定講

師による勉強会 

令和 2年 

8 月 22 日 

17:30～19:15 

13 9 

⑥ 

三方良しの人間学 

（全 3 回予定のう

ち 1 回終了） 

（講師：阿藤真康） 

ZOOM を使用したオン

ライン講演会。 

令和 2年 

９月６日 

９:00～12:00 

10 
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目の前の笑顔プロジェクト 

①障がい児の歩行器作成 

②外に出るのが苦手な若者を誘い、サロン活動に参加してもらった。 

 

【サロン活動全体の合計】 参加者 

244 名 

スタッフ 

117 名 

サロン活動 収支 【収入】 

1,493,473円 

【支出】 

913,587円 

【差し引き】 

579,886円 

 

 

 

 (2) その他の事業  なし 
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(備考)  

  1 2 の､ (1)には「特定非営利活動に係る事業」､ (2)には「その他の事業」につい

て区分を明らかにして記載します。  

  2 2 の(1)については、事業毎に事業名､ 事業内容､ 実施日時､ 実施場所､ 従事者の

人数､ 受益対象者の範囲及び人数並びに支出額をそれぞれ記載します｡  

  3 2の(1)のうち ｢受益対象者の範囲及び人数｣ の欄には､ 具体的な受益対象者及び

人数を記載します｡  

4 2 の(2)については、事業毎に事業名､ 事業内容､ 実施日時､ 実施場所､ 従事者の人数

及び支出額をそれぞれ記載します。定款上、「その他の事業」に関する事項を定めている

場合は、当該事業年度に実施しなかった場合も「実施しなかった」旨を記載します。 

 


